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オロシティーニュース No,234 

H27 年 1 月号 

● 年頭のご挨拶   理事長 小正 芳史 

● 第 42 回合同年始会～1 月 7 日（水）～ 

● 年男大いに語る 

  株式会社 Misumi 代表取締役社長 岡 恒憲 

    株式会社ニシムタ 代表取締役副会長 池田 純一 

  株式会社レイメイ藤井 取締役支店長 新原 治秋 

  鹿児島ヨコハマタイヤ株式会社 取締役管理部長 浜田 実 

● 代表者会 ～11 月 19 日（水）～ 

● 金融機関協力会ゴルフコンペ ～11 月 19 日（水）～ 

● 史跡めぐりツアー ～11 月 15 日（土）～ 

● ファミリークリスマスパーティー ～12 月 20 日（土）～ 

● 卸団地昭和会 創立 40 周年記念 特別講演・記念式典 ～10 月 27 日（月）～ 

● 旅する蚤の市 in 阿蘇 視察～10 月 26 日（日）～ 

● 卸団地昭和会 総会開催 ～1 月 26 日（月）～ 

● 組合からのお知らせ 

  ・集団健康診断実施に 406 名が受診 

・オロシティーホール 2 階渡り廊下撤去工事終了 

  ・新テナントとして SＴT 会計が入居 

・オロシティー講演会のお知らせ 

  ・フォーシーズンズマーケット in 卸本町 ボランティア募集 

● オロシティーホール展示場予定・組合行事のお知らせ・編集後記 
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年頭のご挨拶 

「連携と挑戦」   

理事長 小正芳史 

 

 

昨年を振り返ってみますと、国内全体としては、ア

ベノミクスによる景気好循環も生まれ、また、財政再

建への第一歩を踏み出すことができた年ではなかった

かと思います。 

県内におきましては、海外からの観光客ル－トの堅

持、この卸団地を含む臨海地区の南北道路の整備、六

次産業の育成支援、世界文化遺産登録への動きなど  

「観光」、「農業」そして「歴史」という鹿児島県が国

内外に自信をもって発信できる資源の整備充実に力を

注いだ年だったと思います。 

これも伊藤知事、そして森鹿児島市長の陣頭指揮の

もと私達企業を応援していただいているものだと思い

ますし、チャレンジ精神を指し示めしていただいてい

るものと思います。 

組合におきましても、昨年は、組合員企業が、共同

事業活動を通じ、団結力を強めた一年でありました。

特に、若手経営者の皆さんの組合活動への積極的参加

には目覚ましいものがあり、力強く感じております。 

今年の3月21日には、組合の若手経営者の皆さんが、

地域活性化のために、自主的に組織を立ち上げ、開催

する「フォ－シ－ズンズ・マ－ケットｉｎ卸本町」と

いうイベントも予定され、大いに期待をしています。 

以前、日本銀行鹿児島支店の中田支店長のお話の中

で元気のある企業の特徴の１つに「経営者は人材育成

を怠らない」というものがありました。組合も今後よ

り一層組合運営の後継者育成に努め、そしてスケ－ル

メリットを生かしながら、組合員各企業の「人材育成」

の二－ズに応える研修・教育事業に努めて参りたいと

思います。 

「羊の食い破り」という俗説のことわざもあります。 

未の年には取引相場の大変動があるそうです。今年も、

為替、株式、原油相場、欧米の金利の動向が気になり

ます。「ＴＰＰ」もその交渉の行方が注目されるところ

でしょう。いずれにしても、成長戦略の真価が問われ、

さまざまな環境の変化に対し、地方の行政当局と企業

が連携し、挑戦していかなければならない年になりそ

うです。 

我々組合員を取り巻く環境は、加速する「少子高齢

化」の中で、これまで以上に厳しいものになるかと思

いますが、関係各位のご支援と連携を強めさせていた

だきながら、この環境を克服していくつもりです。 

本年も皆様方の当組合への変わらぬご支援とご協力

を賜りますようお願い申し上げますとともに、皆様方

のますますのご繁栄とご健勝を祈念申し上げまして年

頭の挨拶とさせていただきます。  

 

 

 

 1 月 7日（水）15時から恒例の第 42回合同年始会が、

組合員企業のほか政財界から多数の来賓を招き、オロ

シティ－ホ－ルにて盛大に開催された。 

 国家「君が代」

と「1月 1日の歌」

の斉唱、組合理念

の唱和により会

が始まり、小正芳

史理事長の挨拶

（前述紙面）に続いて、来賓の伊藤祐一郎 知事（代

読）・森博幸市長・池畑憲一鹿児島県議会議長・上村基

宏鹿児島銀行頭取から祝辞を頂戴し、その後、鏡開き

で気勢を上げた。そして、日本銀行鹿児島支店の中田

勝紀支店長の乾杯で祝宴が始まった。前回、宮路和明

前衆議院議員からの挨拶のなかで、かごしまの焼酎で

乾杯できない方々（アルコールが飲めない方々）にか

ごしま茶を用意してはどうかという提案があった。そ

して今回、組合員である下堂園から新発売されたばか

りのボトリング吟醸茶を提供していただき、各テーブ

ルに用意することが出来た。会は、参加者同士の交流

が弾み和やかに進むなか、玉利理事の指揮の下全員で

組合歌を合唱し、

さらに盛り上った。

最後に、商工中金

鹿児島支店の山口

治支店長の万歳三

唱で盛会裡にお開

きとなった。 
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昭和 30 年生 

株式会社 Misumi 

代表取締役社長 岡 恒憲 

 

「もう還暦か･･･」今の私の正直な感想です。 

60 年間を振り返ると、怠惰で安逸な生活をむさぼ

っていたとの反省ばかりです。しかし、その中でも

唯一役に立ったことは「山登りの経験」です。登山

を通して、「チームワークの重要性」「リーダーシッ

プの取り方」「準備の重要性」等々多くのものを学び、

会社の経営において非常に役に立っています。残念

ながら、山に行かなくなって 10 年以上たつ今、趣味

と言えるものはゴルフです。しかし、私のゴルフた

るや仕事に役立つどころか、全くスコアーも伸びず、

同伴プレーヤーに迷惑をかけることも多々あります。 

今年一年ゴルフに真面目に取組み、悪くても 100

以上のスコアーにはならないよう頑張りたいと思い

ます。「ひつじ会」（オロシティー還暦組）の面々と

も楽しく酒を飲んで健康な日々を送ります。 

本年もよろしくお願いします。  

 

 

 

 

 

 

 

昭和 30 年生 

株式会社ニシムタ 

代表取締役副会長 池田 純一 

 

還暦と聞けば、随分と歳を重ねた人のイメージを

持っていますが、その自分が還暦を迎えるのかと思

えば、何となく複雑な思いがします。 

個人的なことですが、今年は 10 月に中学の還暦同

窓会、11 月に高校の還暦同窓会を開催する予定にし

ています。偶然にも両方とも実行委員長を仰せつか

り、打ち合わせと称して、毎月会合を繰り広げてい

ますが、その飲み会で出てくる話なんて毎回同じ様

な内容ですが、何となく心が落ち着く時間です。ま

た、昭和 30年生まれの昭和会メンバー６人と「ひつ

じ会(会長は今別府社長)」なるものを結成し、2ヶ月

に一度、飲み会を開催しておりますが、今年は還暦

を記念して真面目な研修旅行も企画中で、気の置け

ない愉しい面々からも実に愉快な時間を頂いており

ます。 

お陰さまで、このように毎日を幸せに愉しく過ご

させて頂いておりますが、還暦を迎える今年も恵比

寿さんみたいに毎日笑顔で過ごせますようにと願っ

ています。 

結びに、今年も皆様方にたくさんの福が舞い降り

ることをお祈り申し上げます。 

 感謝!! 

 

 

 

 

 

 

昭和 30 年生 

株式会社レイメイ藤井 

取締役支店長 新原 治秋 

 

 新年あけましておめでとうございます。今年「年

男」と言う事でご指名を受けましたので、抱負を申

し上げます。 

 「還暦」ず～っと先の事だと思っていました。し

かし還暦を迎えた自分が此処にいます。先輩方が一

人また一人と卒業されていく度に責任が重くなって

来ます。還暦を迎え、卒業が見えて来ますと私利私

欲が和らいで来るのを感じます。60 年ひと昔と言い

ますけど色々な出会いがあり多くの方に助けられま

した。感謝の気持ちでいっぱいであります。 

 赤ん坊に戻った私が此処にいます。真っ白の状態

で、これからどのような色に染まるのか。いや、こ

れからは自分で染めて行こうと思います。剣道の師

匠に「どうしたら先生みたいに強くなれますか」と

聞きますと「ず～っと続けていたら皆居なくなる。

そしたら自分しか残っていない」と言われました。

続ける事の深い教えを頂いた気がしました。先輩が

剣道八段に合格しました。24 回目の挑戦でした。1000

人受けて 5 人の合格、正に神業、継続の忍の御褒美

だと思います。今までの生き方が継続出来る様に今

年 1 年過ごして行きたいと思います。 
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昭和 30 年生 

鹿児島ヨコハマタイヤ株式会社 

取締役管理部長 浜田 実 

あけましておめでとうございます。 

干支である未の年男ということで、新年の抱負に

ついて寄稿させていただく次第となりました。5度目

の年男なので今年で 60歳還暦です。 

少し前までは40代の気がしていましたが月日の巡

るのは早いもので、入社して 37 年がたとうとしてい

ます。昔は長く感じられた 1 年も、今はあっという

間です。 

卸団地昭和会も昨年40周年を迎えましたが私も入

会させていただき十数年経つと思います。入会当時

から諸先輩方にいろいろと教えていただき、その中

で活動に際して時に語り時に飲み、大いに研鑽を重

ね、昭和会の皆様に温かく受け入れていただき活動

をさせて頂きました。 

本来なら 55 歳で卒会でしたが、延長となり昨年で

卒会でした。大変感謝致しております。また、昭和

会未年生まれで今別府産業（株）今別府社長を中心

に昭和会卒会メンバーで羊会を発足させ 2 ヶ月に 1

回、時に語り時に飲みの研鑽を重ねさせて頂いてお

り今年も有意義な時間を過ごさせて頂きたいと思っ

ております。 

2015 年の経済についていろいろなリサーチを見て

みると消費税率引き上げ後の景気の混迷も一段落し                             

徐々に持ち直していく年となりそうだと書いてあり

ます。しかし、私ども業界にとっては昨年に続き需

要が対前年を割る厳しい年に成ると思われるので一

歩一歩足もとを正確に踏みしめ邁進して参りたいと

思います。 

文末ではありますが本年が皆様にとってより良い

年でありますようお祈り申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26年 11 月 19 日（水）、レクストン鹿児島にお

いて、組合員 26名、商工中金および地元金融機関から

3 名が参加し、講演会と交流会が開催された。 

今回は、18時より黒木八起税理士を講師にお招きし、

27 年度税制改正による相続税対策についてご講演をい

ただいた。参加した組合員の中には、事業継承をこれ

からどのように行ってい

けば良いかという問題に

直面しているところが多

い。配られた資料を片手

に真剣な眼差しで説明を

聞き入っている様子が印

象的だった。 

交流会は、小正理事長が挨拶を行った後、三角副理

事長の乾杯の音頭で会は始まった。 

会のなかでは、中島商会の中島専務の自己紹介や上

半期の組合行事を面白おかしくまとめたスライドムー

ビーが上映され、和やかな雰囲気で進

んだ。また、今回は特別出演としてネ

ヘネヘ ロア マタ（タヒチアンダンス

グループ）から代表の徳田美貴さんら

6 名にお越しいただき、躍動的なもの

から優雅なものまで魅力あるダンス

を披露していただいた。 

会の終盤、毎回恒例となって

いる組合歌の全員合唱では、玉

利理事を中心に理事長、副理事

長、組合員らと商工中金鹿児島

支店長、そしてネヘネヘ ロア 

マタのメンバーが登壇し、声高らかに元気よく合唱が

行われた。今回は、その歌声に合わせて徳田さんが即

興のダンスを披露したためさらに盛り上がった。そし

て閉会の挨拶は、肥後銀行との合併が話題となってい

る鹿児島銀行の原 谷山

港支店長から「これから

もますます皆様のお力

になれるように取り組

んで参ります。」という

力強い挨拶をいただき、

盛会裏のうちに終了し

た。 

後日、この会で組合員の方々と交流したことがきっ

かけで仕事をいただくことになった。と、初めて参加

した組合員の方より嬉しい報告もいただいた。 

清清潔潔なな街街・・ささわわややかかなな街街オオロロシシテティィーー  

毎毎週週火火曜曜日日はは環環境境美美化化のの日日でですす。。  
《《会会社社敷敷地地周周辺辺のの街街路路樹樹除除草草もも一一緒緒にに》》  

∞∞∞∞∞∞  総総務務委委員員会会 ∞∞∞∞∞∞ 
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谷山港支店長 内 村 克 明

昨年中はお世話になりました。 

本年もよろしくお願い申し上げます。

南栄支店

支店長 藤 田  修

鹿児島県火災共済協同組合

“地域のために尽くし、 

愛される銀行”をめざして 

●まごころ共済 ●生命傷害共済 ●自動車共済

●火災共済 ●医療総合共済 ●傷害総合共済
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〒891-0122 鹿児島市南栄２丁目 10 番地 
TEL(099)260-1717  FAX(099)269-6161 
会場設営・仮設資材の事ならお任せください 
イベント・式典等会場設営一式 
仮設足場・一側足場・たて込み簡易土留 他 
プレハブ・仮設トイレ・備品一式 

迎 春 
本年もよろしくお願い申し上げます 

がん全身検査（ペットがんドック）でご安心を 
（割引制度があります オロシティー事務局へご相談下さい） 

 
厚地記念クリニック        

PET（ペット）画像診断センター

照国町 12-1 TEL：099-226-8871
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初冬の抜けるような青空に恵まれた11月 19日（水）、

鹿児島高牧ＣＣにおいて代表者会コンペが開催された。

今回は 3 組 12名と少数だったが、絶好のコンディショ

ンとあって、「今日こそはベストスコア更新！！」を狙

って9時12分ティー

オフ。2～3 ホール過

ぎた頃には半袖でも

よい程の暖かさとな

り、お互いの懇親を

深めた１日であった。 

主な成績 

順位 氏名 企業名 ネット 

優勝 進藤 聰 ㈱押野電気製作所 73.0 

２位 吉田 明人 日清丸紅飼料㈱ 73.2 

３位 新原 治秋 ㈱レイメイ藤井 76.4 

４位 坂之上 忍 鹿児島銀行 76.8 

５位 田中 秀樹 ㈱大阪屋 80.0 
 
 

 

 

 

 福利厚生委員会が、平成 26年 11 月 15 日（土）にＮ

ＰＯ法人まちづくり地域フォーラム・かごしま探検の

会の代表理事である東川隆太郎氏を案内役にお招きし、

史跡めぐりバスツアーを開催した。 

当日は晴天に恵まれ、朝 9 時にオロシティーホール

を出発。まず、維新ふるさと館で薩摩藩英国留学生に

ついて見学。そして、薩摩から江戸への参勤交代にも

使われた石畳の残る旧街道で大口筋といわれる白銀坂

を散策。その後、ホテル京セラのランチバイキングで

お腹を満たし、国分城山公園・鹿児島神宮と巡り、秋

の一日を楽しんだ。 

東川先生の鹿児島弁

での楽しくも詳しい説

明に参加者達は皆、楽し

みながらも鹿児島の歴

史について触れる良い

機会となった。 

2018(平成 30)年、明治維新から 150 周年という大き

な節目を迎える。鹿児島市をはじめ、各自治体等で

2012(平成 24)年から 2018（平成 30）年までの期間に「明

治維新 150 年カウントダウン事業」として、明治維新

までの激動の時代を歩んできた薩摩藩の足跡を振り返

る様々なイベントが実施されている。 

鹿児島市維新ふるさと館特別顧問の福田賢治氏を講

師に招聘し“「薩摩の先人に学ぶリーダーシップ」”と

いうテーマで昨年 3 月から 7 月にかけて開催したオロ

シティー経営塾に引き続き、明治維新 150 周年に向け

て明治維新の原動力となった薩摩の歴史やそれを育ん

だ鹿児島の多彩な魅力を改めて学ぶことができ、大変

有意義なものとなった。 

 

 

 

 

 12 月 20 日（土）鹿児島サンロイヤルホテルにおいて

組合員の家族を招き、恒例のオロシティークリスマス

パーティーが開催された。 

 小正理事長のあいさつと三

角副理事長（クリスマス実行委

員長）の乾杯の後、サンタさん

から子どもたちへプレゼント

が手渡された。 

間もなく、オロシティーバン

ドがクリスマスソングを４曲演奏し、クリスマスムー

ドを盛り上げた。そ

の後、玉利理事がギ

ターソロでさらに盛

り上げ、今回のゲス

トであるボーカルの

かずみさんが登場。

ギターとボーカルでの素晴らしい演奏を披露した。か

ずみさんは、ジャズの名曲を織り交ぜながら艶のある

大人の歌声で参加者を魅

了した。アンコールに応え、

2 曲歌っていただいたが、

まだ聞きたいという参加

者の感想だった。今回も落

ち着いた雰囲気のなか、参

加者は家族とゆっくりと

思い思いに楽しい時間を

過ごしていた。 
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昨年の 10 月 27 日（月）、マルヤガーデン 8 階 BLOOM

において卸団地昭和会創立40周年を記念して特別講演

会と記念式典が開催された。 

16 時からの特別講演会で

は、講師として 2012 年ロン

ドンパラリンピック ゴー

ルボール金メダリストであ

る浦田理恵 氏をお招きし、「夢への挑戦」というテー

マで講演をいただいた。浦田 氏は教師を目指し、熊本

から福岡で学んでいた 20歳の時に急激に視力低下。現

在は左目の視力はなく、右目も視野が 95％欠損してお

り強いコントラストのものしか判別できない。26 歳の

ときにゴールボールと出会い競技をスタート。ロンド

ンパラリンピックでは、夏季・冬季併せて日本史上初

となる団体競技での金メダルを獲得。他にも、厚生労

働大臣賞、福岡県民スポーツ栄誉賞など数々の賞を受

賞されている。 

講演では、まずロンドンパラリンピックでのゴール

ボールの試合映像が流された。ゴールボールは、アイ

シェード（目隠し）を着用した 1 チーム３名のプレー

ヤー同士が、コート内で鈴入りボール（1.25kg）を転

がすように投球し合って味方のゴールを防御しながら

相手ゴールにボールを入れることにより得点し、一定

時間内の得点の多少により勝敗を決するもの。転がす

といっても縦が 18メートルあるコートで相手がボール

を投げてから自分のゴールに到達するまで 2 秒もかか

からないという速さで、思っていたよりもずっと激し

いスポーツだという印象だった。 

「出来ないことを数えるよりも出来ること、出来る

ようになったことを数えた方が楽しい。これからも感

謝の気持ちを忘れず、どんどん挑戦していきたい。」そ

んな浦田さんの前向きな言葉に出席者たちは感動し、

たくさんの力をもらった。 

続いて記念式典に移り、柳田昭和会

会長の挨拶、来賓挨拶として小正理事

長、商工中金鹿児島支店 山口支店長

の挨拶と続き、平成 16年度から 25年

度までの歴代会長に感謝状が贈られ、

玉利 31 代会長からの謝辞、組合への

記念品贈呈と続き、三角副理事長の乾

杯の音頭で祝賀会に移った。 

祝賀会では、田中昭和

会副会長の矢沢節が披

露され、最後に来賓終始

和やかな雰囲気の中で

昭和会 OB らと現会員と

の親睦がさらに深めら

れた。 

 

 

 昨年 10月 26 日（日）、希望者を募り集まったメンバ

ーで熊本の阿蘇で開催される「旅する蚤の市。in阿蘇」

を視察した。今回の視察は今後行う春のイベントの参

考にするため。 

朝 5 時半にオロシティー

ホールをバスで出発し、9 時

前頃に会場である阿蘇神社

に到着した。すでに周辺の道路や駐車場は、混み合っ

ておりこれからますます多くなる様子だった。会場で

は、出店者それぞれに異なる個性をもった出店者たち

がテントを並べ、ふるいもの、かわいいもの、おもし

ろいもの、おいしいものが溢れ、たくさんの人々で賑

わっていた。参加者たちは、九州各地から阿蘇まで人々

がやってくる魅力について吸収しようと限られた時間

の中で広い会場内をくまな

く回り視察した。帰り道、

会場へ向かう反対車線の渋

滞が阿蘇入口まで続き、さ

らに人気の凄さに驚いた。 

 

 

 

卸団地昭和会の 1月例会（総会）が、1 月 26日（月）

12時からオロシティーホール2階第4会議室にて17名

が参加し開催された。1 月から 12 月までの 1 年間を区

切りとしている為、毎年 1 月に総会が開

催される。 

総会では、岩川 新会長を始めとす

る 5 名の新役員の承認や 26 年度の事

業・会計報告や 27 年度の事業計画・

予算案が報告され、承認された。 

また、昭和会 OB である小正理事長を

講師にお招きし、ご講演を頂いた。講演

では、「自分が入った当時、先輩方に『次は君たちの世

代だから。』と言われ続けていた。若いうちは自分の世

代になるなど考えなかったが、すぐに責任のある立場

となり、その時言われていたことが良く分かった。今

の会員たちもその時はすぐにやってくる。今のうちか

ら様々なことを学び吸収して頑張ってほしい。そして、

地方創生と最近よく耳にするが、ぜひ地方を創生する

核となる存在となって欲しい。」と激励された。  

 卸団地昭和会は、昨年度をもって 6 名が卒会、そし

て今年度より新たに 3名が入会し現在 23名の会員数と

なっている。さらに新会員を募り、昭和会の若返りと

会員の増加を図っていく。 

岩川 新会長 
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当組合では、年に 1回集

団健康診断を実施してお

り、今回も 10 月 14 日

（火）・16日（木）・17（金）

の 3 日間、オロシティーホール 2 階会議室において実

施し、組合員・賛助会員合計 406 名が受診しました。 

労働安全衛生法により、常時使用する労働者につい

ては、年1回の定期健康診断が義務付けられています。

次回も 10月中旬に実施予定しており、通常の検診内容

の他に、追加で甲状腺がん検査や前立腺がん検査、心

不全検査なども実施している。健

康な生活の備えとして健康診断

は必ず受診しましょう。問い合わ

せは、事務局総務課（260-2111）

まで。 

 

 

 

 

 オロシティーホール西側 2 階にあり、会議室利用者

の喫煙所として使用されていた渡り廊下の撤去工事が

昨年末に完了した。 

昨年の台風シーズンの際に渡り

廊下からの雨漏れが頻繁に発生し、

それが原因となって 1 階のテナン

トにまで雨漏れが発生する恐れが

あった。その為、総務委員会で検

討され、撤去することとなった。 

撤去後は、2階の喫煙所が無くな

り 1階の喫煙所のみとなる。 

 

 

 

 
 

オロシティーホール西

側（コスモス側）入り口

の空きテナントに昨年 12

月、税理士法人ＳＴＴ会

計が新しく入居した。 

 

 

広報研修委員会では南さつま市坊津出身の日本料理

家 梛木春幸（なぎ しゅんこう）氏をお招きし、食

をテーマに講演会を企画しました。梛木氏は京都・大

阪の料亭・割烹・ホテルで日本料理を修行、2004 年に

帰鹿。その後、県内各地で食育や食文化について講演・

料理実演やテレビ等の出演、桜島の火山灰を使って肉

や魚を干す「桜島灰干し」の開発、地域料理のブラン

ド化及び地域食材を使った料理開発、寿司職人塾・ら

くらく料理教室等、食を通し多岐に渡りご活躍されて

いらっしゃいます。 

当日は梛木氏が開発した「桜島灰干し弁当」を準備

します。「桜島灰干し弁当」は、鹿児島中央駅で 25 ヶ

月売上 1 位を達成。日本に古くから伝わる「灰干し製

法」を用い、桜島の灰で鹿児島の食材を挟み“旨味”

を凝縮しています。 

1．日 時：平成 27年 2月 20 日(金)12 時～14 時 

 ※昼食を準備致します。 

2．場 所：オロシティーホール 2 階会議室 

3．講 師：梛木春幸（なぎ しゅんこう）氏 

 桜島灰干し協同組合 理事長 

4．テーマ：「世界に誇れる鹿児島の食文化」 

5．参加資格：組合員企業にお勤めの方 

6．聴講料：無料 

7．オロシティーニュース１月号に同封されている申込

用紙に必要事項を記入し、2 月 16 日（月）までに  

ＦＡＸでお申し込みください。 

 

 

3 月 21 日（土・祝）、鹿児島

の魅力ある“モノ・ヒト・コト”

が卸本町に集まり、“触れて・

学んで・楽しむ”体感するマー

ケットが開催されます。 

 〈“食”と“モノ”に触れる〉・

〈“体験”して学ぶ〉・〈“音楽”

を楽しむ〉といった 3つの内容

で開催され、〈“食”と“モノ”

に触れる〉出店エリアに組合員

を含め約 70 店舗、〈体験”して

学ぶ〉ワークショップエリアに 12 店舗が出店。〈“音

楽”を楽しむ〉では特設ステージで 5 グループが出演

するなど、誰もが楽しめる内容となっています。実行

委員会では、当日イベントを手伝っていただくボラン

ティアを募集しています。ボランティアに興味がある

方は、2月中旬に配付される告知チラシとともに申込用

紙も配付されるのでぜひご協力ください。 

12 月中旬港大通り公園
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【２７年２月】 

１日 ㈱木落建設 リノベーション建築展(1/31～2/1 日) 

３日 イーライフ共和㈱ 日用雑貨展示会（～4日） 

 ７日 おさだ康秀後援会  

１０日 山形屋商事㈱ 衣料品の展示販売（～11日） 

１３日 南九州国分㈱ ﾌｰﾄﾞｻｰﾋﾞｽ春夏展示会 

１５日 ㈱エアーズ デジタルダーツ大会 

１６日 ㈱チャイルド社 保育用品総合展示会(～20日) 

２１日 日産部品九州販売㈱ 展示即売会(～22日) 

２３日 ヤマト製作所 自家製麺体験教室（～24日） 

２６日 尾家産業㈱ 2015 年春季提案会 

２８日 ㈱トータルハウジング 家造り応援会(～3/1 日) 

【２７年３月】 

 ５日 ㈱デジタルフォト鹿児島 総合フェア 

 ７日 フランスベッド㈱ 65 周年フェア（～8日） 

１４日 ㈱マキタ 電動工具展示会(～15日) 

１５日 菅公学生服㈱ 鹿児島南高校制服採寸会場（～16日） 

２１日 フォーシーズンズマーケット 

【２７年４月】 

 ３日 下鶴隆央出陣式 

 ６日 おさだ康秀後援会 

２２日 ㈱スコープ 2015 年セブンイレブン商品展示会 

２４日 かごしま電工㈱ びっくり市 2015 鹿児島(～26日) 

  

 
【２７年２月】 

5･12･17 日ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ・ﾀﾌﾞﾚｯﾄ初級講座      

8 日(日) 坐禅会／南洲寺 6:20 集合 

 20 日(金) オロシティー講演会 

ｵﾛｼﾃｨﾎｰﾙ 2 階会議室（12：00～14：00） 

演題：「世界に誇れる鹿児島の食文化」 

講師：梛木 春幸 氏 

桜島灰干し協同組合 理事長 

【２７年３月】 

2日（月）理事会 

21 日(土・祝) Four Seasons Market in 卸本町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 月 21日（土・祝）にフォー

シーズンズマーケット in卸本町と

いう新しいイベントを若手中心に

組織された実行委員会が実施する。今までは、組合員の出店

を中心に行ってきたが今回は外部の方々の力を借りながら集

客を図り、卸団地の PRや活性化を狙いとする。 

鹿児島のイベントについて調べてみると、霧島市のきりし

まバスケット、指宿マルシェ、さつま町のピクニックマーケ

ット、鹿屋のデザインマーケット、鹿児島市のオーガニック

フェスタ等など、一年を通し県内各地でさまざまな新しいイ

ベントが開催されている。主催者や開催の方法は様々だが、

どれも若者らが中心となり力を出し合って行っている様子が

伺える。 

一方、昔から行われているイベントとして毎年 2月第 1土・

日曜に開催され、230 余年の歴史をもつ川辺二日市がある。

今年も 2月 7日（土）・8日（日）に開催される。実行委員会

委員長のインタビュー記事を読むと、「大型の量販店も多く、

常に売り出しのある世の中。昔のように安さだけで集客する

のは難しいのが現状。出てきたアイデアをとりあえずやって

みようとみんなで協力しながら実現し、工夫を続けている。

10年前までは、2月 2日・3日と固定していた日程を土日開

催に変更したのも工夫のひとつ。伝統を変えることに反対の

声もあったが 1年掛かりの広報のおかげで混乱もなく盛況だ

った。」とあった。この記事を読んで思い出したのが、「時代

は常に動いている。時代の流れに合うように変えるべきとこ

ろはどんどん変えていかなければならない。しかし、変えて

はいけないところはしっかりと守っていく。そこを見極める

目をもってほしい。」という昭和会で講演された小正理事長の

言葉だ。川辺二日市は、変えるべきことはどんどん変えて、

守るべきところは変えない。そのバランスが優れているから

毎年たくさんの人で賑わっているのだと感じる。 

沢山のイベントが新しく開催されているなかで、フォーシ

ーズンズマーケット in卸本町がどのような違いや価値・魅力

といったものを見い出し、来場者にまた来たいと思ってもら

えるか。また、今までのやり方を変えられるか。実行委員の

力と知恵を出し合って乗り切ってもらいたい。そのことが今

後の組合の活動や在り方に繋がっていくのではないかと思う。 

平成 27 年 1 月 広報研修委員会 

委員長 玉 利 佳 久 

 

 

 

 

 

 

 

 

未来戦略委員会が、広報研修委員や店舗を展開して

いる組合員を集め、卸団地マップ作成及びホームペー

ジリニューアル作業部会を結成した。新福部会長を中

心に昨年の10月24日(木)の第1回から1月28日（火）。 


